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他人・地域への貢献
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震災で拡大した「利他性」⇒社会のイノベーションへ！

仙台市が実施した起業家調査の起業動機に関する都市間比較（2013年）
（受託者：有限責任監査法人トーマツ、トーマツベンチャー・サポート）

能力を活かしたい 他人・地域への貢献
仙台市 札幌市 福岡市 仙台市 札幌市 福岡市

震災前起業家 20.6% 19.2% 16.7% 16.5% 16.0% 18.0%

震災後起業家 15.2% 19.0% 17.0% 23.7% 19.0% 20.3%

起業家予備軍 8.8% 7.4% 12.0% 31.5% 25.2% 24.0%

仙台市産業振興事業団が実施した起業家セミナー参加者の受講動機

出典：公益財団法人仙台市産業振興事業団

出典：仙台市における起業家支援のあり方に関する調査報告書

起業機運の高まり

日本で最も起業しやすい街を目指す！
起業家を東北全体に輩出して、東北地方をけん引！
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＜具体的な施策例＞

エリアマネジメント
の民間開放

社会起業支援

女性の社会参加
促進

近未来技術実証の
積極的受け入れ

 NPO法人設立手続き期間を短縮
 起業ワンストップ支援センターを設置
 雇用労働相談センターを設置

 道路占用基準の緩和により，都市空間の
有効利用を促進

 地域限定保育士試験を実施
 都市公園内に保育所を設置

 自動走行・ドローン飛行の実証実験を
積極的に支援

雇用創出など人口減少に対応した
新しい

経済成長モデル
の構築

規制改革で
後押し！

仙台の「強み」
社会起業家の

増加
女性の

起業意欲向上
自動走行等の
近未来技術

【実施済み】

【28年度より実施】

【28年６月 OPEN】

起業しやすい環境を目指して「国家戦略特区」の活用
～「女性活躍・社会起業」のための改革拠点～

医療関連産業
の集積

 保険外併用療養の特例の活用
 特区医療機器薬事戦略相談の活用

【28年度内に実施】

【28年度内に実施】
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【28年度より実施】

【29年４月ＯＰＥＮ】

仙台特区の概要
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4NPO法人設立手続の迅速化

• 仙台市が国に提案した規制改革メニュー！
• 全国に先駆けて昨年9月24日より実施！
• 従来2か月を要した縦覧期間が2週間に短縮！
• 社会起業の重要な担い手であるNPO法人を設立しやすくすること
で、社会的課題の解決を促進！

ポイント

認証申請 縦覧終了 認証・不認証

縦覧期間 認証・不認証決定期間

2カ月以内

2週間 2カ月以内

2カ月
【従来】

【新制度】

【制度イメージ】

• 平成26年度（1年間）…12件
• 平成27年度（9月24日～3月31日の約6か月間）…16件
⇒迅速化開始以降の約半年間で、前年度1年間の件数を上回る！

【実績（NPO法人設立認証件数）】
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手続期間が大幅に短縮！
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5近未来技術実証

ドローンテックラボコンソーシアム仙台【H28.4】 ICTを活用したまちづくりに関する連携協定【H28.8】

荒浜地区デモンストレーション【H28.3】

 荒浜小学校校庭にて完全自動走行（レベル４）
を実証！

JAPAN DRONE NATIONALS 2016【H28.6】

 国内史上最大規模のドローンレースを開催！
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自動走行やドローンの技術を積極的に実証し、関連産業の集積を目指す！
近未来技術を将来的に防災・減災分野で活用！

仙台市及び(株)ＮＴＴドコモによる
ＩＣＴを活用したまちづくり連携協定



低炭素型の都市づくり

エネルギー自律型のまちづくり

・省エネ・創エネ・蓄エネの「3E炭素
型の都市づくり」を推進

防災環境「まち」づくり

防災と環境を基軸とした都市づくり

・エコモデルタウン
・エネルギー供給の複線化、次世代エネル
ギー産業立地促進

インフラ強靭化

震災の経験と教訓の発信・都市ブランド構築
・地域・市民・ＮＰＯ等とともに活動しな
がら、育てていくメモリアル施設

・「仙台防災枠組」の採択都市として、国
連防災世界会議に続く国際会議を誘致。
防災ダボス会議 in 仙台の開催

防災環境「ひと」づくり
「防災人」育成
コミュニティ防災力の強化

6


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6

